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Pureリリース情報

1. SDGクエリがTHE対応の仕様に分類変更されました

2. 論文・データセットに紐づけされたScopus助成金情報をレポートで抽出できるようになりました

3. HTMLフォーマットをレポートで表示できるようになりました

4. Pure API で受賞と活動情報のデータの取り込み/取り出しが可能になりました

5. Pureサポートの管理システムが、JIRA からPure Client Communityへ移行されました
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１. SDGクエリがTHE対応の仕様に分類変更されました

今回のアップデートによって、Elsevierの持つ最新のSDGクエリによるSDG分類がPureで対応可能になりました。こ
ちらのSDGクエリは、THEに使用されているものと同様のクエリになります。
現在SDGを自動付与するJobを活用されているお客様につきましては、最新のクエリに更新済みです。
（以前のSDGクエリに基づいた分類を希望される場合、変更することも可能です）
また、特定期間のコンテンツにのみSDG分類を適用するようJobを設定することも可能です。

※Scopus Publication ID(EID)を持つ論文には、Scopusに掲載されているものと同じSDGsが適用されます。
※以前のSDGクエリは、将来的に廃止される予定となります。具体的な時期がわかり次第、アナウンスさせていただ
きます。

詳細につきましては、下記リンクの「 SDG classifier 2023 queries」をご確認ください。
https://pure.helpjuice.com/en_US/529/5290#sdg-classifier-2023-queries-4

https://pure.helpjuice.com/en_US/529/5290#sdg-classifier-2023-queries-4
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2. 論文・データセットに紐づけされたScopus助成金情報をレポートで抽出できるようになりました

学術情報のオープン化が進む中、助成金のサポートによる研究成果を広く社会に還元する動きがあります。
前回（Pure 5.28.0）のアップデートにより、Scopusの助成金情報がPureの論文・データセットのメタデータに紐づけさ
れましたが、こちらの情報が、レポート機能でテキストベースで抽出することが可能になりました。
Scopusベースの論文からの助成金情報を、Excelにまとめる際などにご活用いただけます。
レポート機能へのアクセス権を持つユーザーであれば、こちらの情報を抽出可能になります。
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3. HTMLフォーマットをレポートで表示できるようになりました

Pureに追記できるプロファイル紹介文のテキストは、太字や強調テキストなど書式変更ができます。今回、 Pure以
外のシステムで、同様の書式を使用したいというお客様の要望があり、レポート機能で表示方法の一覧に、HTML

マークアップを含んだ表示が追加されました。
レポート機能で「Show text with tags」の表示を選択いただくことで、HTMLマークアップが表示され、CSVやExcelに
エクスポートすることで、外部システムにも簡単に同様のテキストを使用することができます。

元の書式を保持した表示 プレーンテキスト表示 HTMLタグを含んだテキスト表示
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4. Pure API で受賞と活動情報のデータの取り込み/取り出しが可能になりました

Pure では、APIの機能強化のために、新たにPure APIの開発を進めてます。
今回のアップデートで受賞情報と、活動情報についてPure APIの使用が可能になりました。
研究者の受賞内容や、学内外での研究活動情報を公開することで、論文以外における研究力のアピールにもつな
がります。また、学外の研究者や学生が研究についての参考情報として閲覧されることも期待できます。このように
研究のオープン化として、Pureに情報集約をして公開する活用方法もございます。

※Pure APIは、現在も開発
段階のフェーズになり、今後
も仕様追加やエンドポイント
追加が予定されています。
→Pure Web Service（Read 

API） を使うことで、多くのコ
ンテンツを抽出（Read）可能
です。

RELEASED: 5.29.0

RELEASED: 5.28.1

RELEASED: 5.28.1

SCHEDULED: 5.30.0
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５. Pureサポートの管理システムが、JIRA からPure Client Communityへ移行されました

※こちらPureをご契約のお客様に向けての共有となります。

Pureの管理者権限をお持ちのユーザーは、Pureに関する設定や、バグの修正依頼など、主にテクニカルなお問い
合わせにつきまして、Pureサポート窓口をご利用いただいております。
※日本語対応が可能なメンバーもおりますので、日本語にてお問い合わせいただけます。

現在、Pureサポートへのお問い合わせにはSalesforces Service Cloudを用いた「Pure Client Community」にアク
セスいただく必要がございます。
--------------------------------------------------------------------
Pure Client Community アクセスリンク : 
https://psp.elsevier.com/productsupportportal/s/
--------------------------------------------------------------------
上記リンクにアクセスができないお客様につきましては、ご連絡いただけますと幸いです。
→Pureサポートチームより、アクセス権を付与する通知メールを送らせていただきます。通知メールに記載された
ユーザー名とパスワードで「Pure Client Community」にアクセスいただくことが可能です。

詳細につきましては、下記URLより確認ください。

Tooling Upgrades for Product Support
https://pure.helpjuice.com/en_US/announcements/client-services-tooling-upgrades-for-product-support-
implementation

https://psp.elsevier.com/productsupportportal/s/
https://pure.helpjuice.com/en_US/announcements/client-services-tooling-upgrades-for-product-support-implementation
https://pure.helpjuice.com/en_US/announcements/client-services-tooling-upgrades-for-product-support-implementation
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アップデートの詳細について

その他5.29.0のアップデート内容に関しては、以下のリンクよりご参照ください。

新しいアップデート(Pure 5.29.0)

https://helpcenter.pure.elsevier.com/en_US/529/5290

https://helpcenter.pure.elsevier.com/en_US/529/5290
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